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問題の所在

1970年代はアメリカ・インディアンの歴史に

とって大きな転換期であった。それはアフリカ

系アメリカ人の公民権運動に刺激され，彼らが

部族集団の枠を超え，先住民としての権利回後

のため政治的・文化的運動を展開し，やがて全

国的なアメリカン・インディアン・ムーブメン

トへと発展したからである。さらに，この時期

にアメリカ・インディアンとしての共通意識が

確立した。筆者はこの70年代にはじめてアメリ

カ・インディアンの調査研究をオクラホマで行

なったが，調査地のオクラホマでもその運動の

影響が見られた。特に，平原14部族の共同で開

催されたアメリカン・インディアン・エックス

ポジションと命名された催し（部族文化を象徴

するパウワウの共演，パジェント，ジェロニモ

肖像の有名インディアン殿堂入り儀式など）の

内容にその影響が顕著であった。（青柳1982)

こうした運動の高まりが見られる一方，部族

の実体は1950年代以降急速に変化してきていた

とみてよし＇ o 変化を促してきた重要な要因のひ

とつは，インディアンの都市移住・集中化の顕

著な傾向であった。 1990年の国勢調査によれば，

＊ 文化人類学 アメリカ研究

インディアン総人口約140万のうちその50%以

上が都市地域に居住しており， りザーベーショ

ン（保留区）に居住するのは，わずか25%程度

に過ぎない。都市居住者の増加によって，同一

部族に属する都市居住者と保留区居住者の関係

はどうなるのか，前者にとって保留区は何を意

味するのか，都市生活者としてインディアンは

どのような問題に遭遇しそれを解決するにはど

のような方法や戦術がとられたのであろうか，

都市に到著する移民と彼らの間には都市適応の

うえで何か違いがみられるであろうか， も

いがあるとすれば，それは何によってもたらさ

れるものなのであろうか，インディアンの政治

的・文化的運動と大都市集中化の傾向との間に

は，何か関係があるのかなど，多くの問題意識

を持つことになる。ここでは，シカゴで筆者が

1996年と97年の夏に行なった調査研究結果のう

ち，転住インディアンが直面した問題とそれを

解決する上で彼らがとってきた手段・方策につ

いて予備的考察を行なってみたい。 1)

シカゴのインディアンは，連邦政府の転住計

画の実施以降，すなわち1950年代から顕著な増

掃を示している。較住計画2）の主目的は保留区

居住の部族成員から希望者を募り，ロサンゼル
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ス，シカゴなどの都市に転住させること，その

上で保留誌の住民として彼らに保障されていた

連邦政府の保護を打ち切るというもので、あった。

これは，従来連邦政府がインディアンを保護監

督する政策を終結する政策の実施として注日さ

れる。このような転住が押し進められた背景に

は，元来失業者の多かった保留区が，第二次大

戦後帰還兵を迎えて一層その数を増し，経済状

況が悪化していた事実があげられている。本報

告は，この転住計画が実施される以前のシカゴ

への来住者と転住計画による来住者両方の語る

転住の回顧を紹介し，併せてその中に記述され

ているインディアンの援助組織・団体，および

転住計画による援助について考察する。

シカゴは人口規模からいって全米第3の都市

で，陸上交通の要衝。鉄道交通発達以前，すな

わち1830-40年代には， ミシガン湖畔に位量す

るシカゴは、湖上交通によって東部に，イリノイ・

ミシガン運河（1848年開通）によって近隣内陵

地帯に繋がった。この運河はシカゴにとって周

辺州の農業生産物・材木集荷の動脈となり，さ

らにシカゴは牛肉加工生産販売によって都市と

して発展した。それ以前のシカゴ地域には，先

住のポトワトミが毛皮の交易を目的としてやっ

てきたフランス・イギリスの商人と村を作って

いた。しかし彼らは都市の形成に霞接関わるこ

とはなく，その主役は東部からの転住者やヨー

ロッパ移民であり，南部から移動してきた黒人

であった。（Cronon1991) 

1990年現在， 278万強の人口規模の都市シカ

ゴにおいて，インディアンの比率は0.3%に過

ぎない。 3）しかし転住者の大半はシカゴ・アッ

プタウンに集住し， 4）そこにインディアンのコ

ミュニティが形成されることによって，彼らの

存在は顕在化したといえるであろう。さらに，

全国的運動へと発展した1970年代のアメリカ・

インディアン・ムーブメントの出発点はシカゴ

であった。それ故その小規模な人口にも拘らず，

彼らの存在は社会的・文化的に大きなインパク

トを持つようになった。本論の考察の対象も，

アップタウンに生活するインディアンと彼らが

築きあるいは利用してきた組織・団体・制度が

中心となる。以下，（a）シカゴのインディアン・

コミュニティ，（b）転住計画以前の転住者，（c)

転住計闘下の転住者，（d）インディアンの援

助組織と機能，（e）今後の研究課題の順に報告

する。

(a）シカゴのインディアン＠コミュニティ

インディアンのコミュニティがあるアップタ

ウン（Uptown）は， シカゴ・ダウンタウンを

走るループ（電車交通システム）から北へ伸び

る高架電車交通システムで5マイルの近辺に位

置する広さ2.25平方マイルの地域を指す。東

はミシガン湖岸，西はクラーク，北はプリンモ

ア，南はクラーク通りに閉まれた地域で、ある。

アップタウン（元レイクピュー・タウンシッ

プ）は住畏の希望で1889年にシカゴ市に合併さ

れた。同市域発展の端緒は19世紀後半に遡り，

20世紀への移行期にアップタウンと他の市域を

繋ぐ公共交通機関建設と人口増により活気を呈

し， 1920年代には商業地域かつ居住地域として

充実した。東に魅力的な景観をそなえ，またレ

ジャー活動に適したミシガン湖畔を持ち，当時

のシカゴで一流のホテル，病院，アパートが立

ち並び，高業も栄え，アップタウンはシカゴ・

ダウンタウンとシカゴの北に位置するエパンス

トン市のダウンタウンの中間にあって最大の商

業地区を擁することとなった。

しかし， 29年に始まる経済大恐境の打撃は大

きく，以後アップタウンは衰退に向かった。表

退から立寵れなかった理由として，新しい道賂

建設による人口流の変化，湖畔の埋め立てによ
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る湖畔の遠縞化，シカゴ有名店のエパンストン

進出などが挙げられている。従って， 50年代に

急、増したインディアン転住者が到着した時期は

衰退後のアップタウンであった。インディアン

をも含めアップタウンへの人口流入は30年代，

40年代と続き，それに対芯すべき住居は既存ア

パートの小規模化改造によったため，人口の調

密化現象，居住条件の悪化，オープンスペース

の減少，自動車路と駐車施設の狭臨化を招いた。

1960年代には，人種，民族，職業その他におい

て一層複雑・異質化した地域社会となっていた0

1990年の人口は63,839を数え，白人46.9%,

アフリカ系24.6%，インディアン1.0%，アジ

ア系14.5%，ヒスパニック22.6%，その他12.9

%と報告されている O 5）この報告において言及

するインディアンの組織・団体は，このアップ

タウンにある。

(b）転住計画以前の転住者（以後，計画

前転住者と略記）

本節で利用する資料は， NAESCollege所

蔵のインタビュー資料に基づいている O6）被面

接者の大部分は， 1951年の転住計画実施以前に

保留区からシカゴへ移動してきたインディアン

である。面接者も被面接者も各24人のインディ

アンであり，質問は主としてシカゴに転住して

からの住居，職，社会的差別，保留区との関係，

インディアン組織，病気・アル中などについて

行なわれている。面接は， 1982年12月から84年

6月の聞にまちまちに実施されている。被面接

者のうち14人だけが面接内容を公開しでもよい

としている。 14人のうち4人が転住計画による

転住者であり，他の10人は同計画とは関係のな

い転住者である。その10人のうち， 8人が計画

前転住者である。

本節ではその 8人のうち，シカゴ来住年代，

男女および出身部族を考慮、して，次の4人（表

(1）のA, C, H, K）を選び，その人びとの

回顧物語を要約紹介してみたい。物語の不明の

箇所は，物語の趣旨を損なわないように最小限

の修正をしておいた。

表（1) 8 人の出身部族・ ~111卜男女別

来住年 個人記号 部族 出身州、i 性別

＊ 1 9 3 7 (A) ウイネパゴ（Wisc) ウィスコンシン 男

＊ 1 9 4 9 (C) アラノミマ・コウシャタ テキサス 男

＊ 1 9 4 0 (H) サンティ・スー ネプラスカ 女

＊ 1 9 3 7 (K) ウイネノミゴ（Neb) ネプラスカ 女

＃ 1 9 5 3 (D) チペワ ウィスコンシン 女

＃ 50年代 (F) チペワ ミネソタ 女

ヰ宇 1 9 5 5 (I) オネイダ・スー ウィスコンシン 女

＃ 50年代 (N) パパゴ アリゾナ 女

（注）＊は転住計画以前の来住者のうち，本節で紹介した人。

＃は転住計画に従った来住者のうち，次節で紹介した人。

ネプラスカ・ウイネパゴは，ウイネパゴの一部がウィスコンシンから移動し，最

後に行き着いた先で保留区を与えられた人びとである。ウィスコンシンに留まっ

たウイネパゴには集住地域はあっても，彼らにとっての保菌区は存在しない。
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(A) （男性 ウィスコンシン・ウイネバゴ 16 

分の13の血を持つインディアンとして部族登

録。妻はオネイダで，リロケイションでシカ

ゴへ）

学校：公立校1年，宗派学校に 1年。その後，

ウィスコンシンのTomahの学校に行ったが，

学年を 1年下げられた。農業労働に我々を使う

ため，政府の学校を卒業させようとしなかった

のが理由だ。 Tomahの学校は8学年まで。そ

れからミネソタのPipestoneに行って6年間と

Haskell （インディアンの学校）で 1年勉強し

fこO

転住：ウィスコンシンのある庭冨で働いた。そ

れが 1日1ドノレの稼ぎ。それで姉妹がいるシカ

ゴへ来る決心をした。 1937年のこと。その時7

セント持っていただけ。姉妹のところに同居し

た。あとで， 1週2ドルのアパートを見つけた。

だからゃれた。シカゴでは工場の流れ作業に従

事。インディアンの都市移動はすでに始まって

いて， Sp （個人名）はBI A (Bureau of 

In di an Affairs，インディアン局）からお金を

貰って， ミシガン，ネプラスカなどを歩きイン

ディアンの職探しをやっていた。このSPが私

の工場で働く口を見つけてくれた。私のいた工

場にはインディアンが沢山いた。しかし，臨週

毎に一時解雇。 2-3週間働けないこともあっ

た。私のように未婚者が先に一時解雇された。

だからびくびくしていた。そうこうするうち，

ギリの兄弟がシェフをしていて，彼に料理の手

ほどきをしてくれるよう頼んだ。まず盟洗い，

それから料理を習った。博物館や図書館でレシ

ピを勉強した。 1955年と 6年の 2年間会計の勉

強をした0 40才の時だった。そして56年，ある

会計士のところで働き，新しい会計システムを

作成するのを手伝った。

差別：差別を差別だと意識することが最初出来

なかった。白人を恐いと思った。彼らが上にい

て私が下にいる。命令されれば，何も考えない

でそれをやるだけ。故郷には，びっこのインディ

アンが沢山いた。保安官がインディアンを走ら

せる。そして撃つのだ。それは白人とインディ

アンの間なら当たり前のことと思っていた。

組織：シカゴでインディアンに会えたのは，月

に一度のカウンシル・ファイヤーの会合に出た

からだ。 ドロップ0 ・イン・センター（アル中対

策のため設けられた。後述）は私がやった。酒

はシカゴに来て欠かせなかった。ハッピーな時

間が欲しかった。故郷でも14-15才のころ，夜

こっそりベッドから抜け出して，仲間と墓場へ

行って飲んだ。しかしセント・オーガスチンの

アル中対策フ。ログラムで働くようになり，その

時の経験を生かして，インディアン・センター

の所長になった時，同じプログラムを始めた。

保留区：仕事から身をヲiいても故郷へ帰らない。

シカゴにいる。ここは私にとって刺激に充ちた

ところO 図書館，学校， クラブ，博物館など何

でもここにある。ウィスコンシンの保留区に帰っ

ても私の価値はゼロだ。

(C) （男性 アラバマ・コウシャタ。東テキサ

スのリビンゲストン出生。妻も間部族）

学校：リビングストンの白人高校，その後オク

ラホマのインディアン・スクールへO

転住：母が死んだ1938年に私は故郷を離れた。

その後軍隊に志願してベーリング，アリューシャ

ンなどへ行った。 42年と43年にはシカゴを通過

した。除隊して1945年にシカゴへ来たが，すくや

テキサスの父に会いに行き 2-3B過ごし，ふ

たたび入隊した。合計8年軍隊にいたことにな

る。 45年の時はシカゴに来たら将来どうなるか

を考えていた。 1949年1月6日除隊後故郷に帰

り，ふたたびシカゴに来た。シカゴ来住当初は
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ホテルに泊り職探しをした。キャディラックの

運転を頼まれてやったが，持ち主はギャングだっ

たのかと思う。それから，鉛管製造会社の職を

得た。雇用主はイタリア系でタフな人。彼の死

後，その妻が会社を継いだが，一回私の給料を

少なく支払ったので、黙ってそこを辞めた。次も

溶接の仕事。その会社には何人かインディアン

がいたが，辞めていった。そのうち仕事が無く

なり一時解雇者が出てきた。私は自分から決心

して， 1965年に辞めた。今は別の鉄鋼工場で働

き8年になる。

保留区との関係：私が保留区から来た最初の人

間。少し遅れて同じ保留区から来た男がいる。

一緒にアパートに住み，家賃を折半した。その

うち彼は酒を始め，一晩でも欽むことがあった。

言っても駄目。彼は保留区に帰っていったが，

またシカゴへ戻ってきた。今私は66才。退職し

たらどこへ行くかな。保留区か息子のいるフェ

ニックス。ヒューストンもよく生日っている。イ

リノイのストリームオーターには娘が家を持っ

ていて孫が3人いる。

組織：少年のころ，インディアン村のプレスピ

テリアン教会によく行った。ここでは，ブ、、エナ・

プレスピテリアン教会に行く。ベノレモント通り

のインディアン・チャペルにも行ったことがあ

る。 1945年インディアン・センター（北ラ・サ

ノレ通り）でボランティアとなった。センターが

シェリダンに移ってから行かなくなった。年の

せい。当時多くのナパホがいた。そのなかには，

センターを自分たちでやろうとしていたが，酒

飲みでそれどころではなかった。ナパホは保留

ったのか，センターには，あまり来なく

なった。

(K) （女性 ネプラスカ・ウイネバゴ保留区出

身。 1才半のころ父死亡。母と離別。 1才の

時から祖母による養育）

学校： 7才の時，ひとことも英語を知らないで

インディアン・ミッション・スクールへ入学し

5年生まで学んだ。そのあとウイネノtゴ公立校

車三住： 36年に結婚し，翌年シカゴへ来た。息

子が6-9ヵ月のころだった。私の義理の姉妹

のつれが私の夫の仕事を見つけてくれたので，

夫が先にシカゴへ来た。政府所管倉庫での仕事。

フラ一トン近くのパーリングに家具付きワンベッ

ド・アパートに住んだ。うしろのアパートに義

理の姉妹が住んで、いた。彼女しか知らなかった

ので私は淋しかった。それからパーウイン（アッ

プタウン）に移ったO 当時カウンシル・ファイ

ヤーが唯一のインディアンの集まり。夫はよく

その会合に出掛けた。私はインディアン・セン

ター（北ラ・サノレ通り）のことを知って行くよ

うになった。教会ははじめ，私の親族JEの行

くサウスサイドの教会にいっていたが，今は時

たま行くだけ。普段はムーディ・バイブノレ＠チャー

チに行く。その教会の牧師は大半がインディア

ン。

私達は戦争中イース卜・インディアナに移っ

た。そこの陸軍の衣裳工場で働いた。 1943年，

そこからネプラスカに帰り娘を出産した。そこ

で、生みたかった。シカゴへ戻った時は， クラー

ク通りに近いウエブスタ一通りに住み，あとか

ら私の母と養父が保留区からやって来て隣に往

んだ。

保留区との関係：農場に住むならともかく，保

留区には仕事がそんなにあるわけではない。ス－・

シティとかオマハとか都市に行くかしなければ。

私が保留区へ帰ってもそこはあまりにも私にとっ

て違い過ぎるだろう。ここが私の家。保留区の

リーダ一達は知り合いとか家族とかでなければ

成れない。私はそういうのが嫌いだ。でも部族
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員登録をしているので，規則的に選挙に加わる。

私の収入は戦死した兄弟のエステイ卜から少額

のお金が入るのと，ウイネバゴが連邦政府に行

なった請求に基づく支払いを受けている。それ

と亡夫の社会保障金がある。

(H) （女性 1915年ネブラス力のサンティ・ス一

保留区に出生）

学校： 1年から12学年まで，すべて政府の学

校で勉強。それで，夏以外は保留区で過ごすこ

とは殆どなかった。それに，私の育った家族は

崩壊していたから。 Haskellを卒業した特に結

婚し故郷に戻った。相手は学校時代の友達でサ

ウス・ダコタ出身のス一。それは大恐慌が過ぎ

たころで仕事がなかった。夫の兄弟が一人シカ

ゴにいて，私たちをシカゴに来るよう誘ってく

れた。

転住： 1940年シカゴに来た。夫にはすぐ仕事が

見つかった。私もしばらくしてからD社で仕事

にありっき， 2年働いた。戦争が始まると仕事

が増え，給料のいいところ，いいところへと移っ

ていった。 4人の子供がいたから。軍隊にいっ

た私の兄弟は， コレヒドーノレで、捕虜となり，死

の行進をさせられた。彼が捕虜となったことに

対して，夫は海軍に入隊した。それはインディ

アン流のやりかたと言っていい。 46年に除隊し

た夫は病気になった。それで私は残りの一生を

働くことになった。その時私はもう40才になっ

ていた。

インディアンはサウスサイドに住んでいると

いうことだったが，知り合いになる機会がなかっ

た。後にクラーク通りにインディアンが住んで

いると開いて行ってみた。そこで、友人が出来た。

ノースサイドに転居したのも，インディアンの

集まりがあるということだったから。インディ

アン・センター（シェリダン通り）で知り合い

になった人もいる。 Ready-men7 lから出発し

て，私たちは段々インディアンと知り合って，

インディアン風に生活するようになったと言え

る。

保留区との関係：私はとても小さい保留区の出

身。ネプラスカでただひとつのスーの保留区と

思う。そこには何もない。私が5才の時，両親

はそこを離れ，サウス・ダコタへ移動し農場を

買った。だから私は実際にはサウス・ダコタ育

ち。父が亡くなり，母の再婚の相手が私たち 6

人を育てた。

1967年夫が死亡。その時，シカゴから子供た

ちを夫の保留区に送り，カトリックの学校に行

かせた。母がその近くに住んで、いた。夏には私

がそこに行って子供たちと一緒になった。子供

たちは成長したらシカゴへ来るのだと言ってい

たが，そういうことになった。その子供たちも

結婚して家を離れていった。シカゴはいいとこ

ろO 保留区には帰らない。ここにいても，イン

ディアンと一緒にいる。彼らの活動のあるとこ

ろに私もいる。かつて私はセンターの理事だっ

たが，健康を害して辞めた。

上記4人の物語に共通するのは，その理由に

違いはあっても，保留区よりシカゴが自らの生

活の場であると認めている。保留区に戻る積極

的理由を持っていない。保留区は保守的なある

いは遅れた場所と述べる人たちは，都市で解放

されたと感じる人たちであろう。シカゴ転住前

に受けた学校教育については，以下のようなこ

とが言えるであろう。保留IK育ちの者にとって

充分な学校教育は， 30年代・ 40年代にあっては

望むべくもない。しかも，間一の学校で落ち着

いて学べることなく，親の移動に伴い転校を余

儀なくされ，あるいは中途半端となっている。

また，職業訓練を受けて都市へ転住してきた訳

でもない。生活機会に恵まれない保留区を後に
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してシカゴへ来たが，そこでも働き口を見つけ

るのは容易ではなかったということも共通して

いる。インディアンの集まる場所・組織・団体

を訪れ，仕事の情報を集めることが重要であっ

た。親族や知り合いも情報提供者として大切な

存在であった。

(c）転住計菌下の転住者（以後，計画転

住者と患者記）

Donald Fixicoが，シカゴの転住計画につい

て次のように記述している。（Fixico1990, pp. 

111-130) 

[1951年，シカゴにBIAのフィールド・オフィ

スが開設された。最初はナバホの較住者を対象

としたが，すぐにすべてのインディアンを扱う

ことになった。 1952年2月に， 442人のインディ

アンがシカゴに到着した。 1956年8丹には「公

法959」が議会を通過しそれによって従来の

職業訓練が改善実施された。これを機に「転住

計画」から「雇用計画」に名称が変更となった0

1953年から1956年の聞に，都市転住者のうち，

故郷へ帰っていった人達は全国で30%とBIA 

は発表。これに対して， 「転住計画Jに批判的

立場の人の意見では，その割合が30%ではなく

75%だとしている。故郷に帰ってしまった理

由として，職業上の単調さや職業的関心の喪失，

広々した故郷へのr憧J慢，人種差別などが主なも

のとしてあげられる。また，シカゴのアップタ

ウン， ロサンゼノレスのBell,Bell Gardensのよ

うに較住者が集中した地域は，劣悪な生活環境

である。シカゴでは，転住者に対してアメリカ

ン・インディアン・センターやセント・オーガ

スチンが各種のサービスを提供し，パウワウ，

ダンス，ボーリング， ソフトボールなど社交の

機会を提供した。転住者のうち，資格やりーダー

シップのうえで、優れていた者は保留区へ帰るこ

とは少なかったという。］（要旨）

本節では，シカゴへの計画転住者（表lのD,

F, I, N）が， BI Aから何を提供されたか

という点と，シカゴに来住以来30年を経過した

80年代になって，故郷の保留区をどう眺めてい

るかという点に絞って彼らの物語を紹介する。

(D) （女性 バッド・リバー保留区のオダナ

（ウィスコンシン）出身のチペワ）

小学1年の時，両親は離婚し，その時私は母

と保留区を離れたように思う。しかし4年生の

頃帰ってきた。私は母と同じように保留区のカ

トリックの高校へ行ったが，いやで中途退学し

た。しかしシカゴに来てから成入学級で勉強し

たり， トルーマン・カレッジ（アップタウン）

でいくつかコースをとるなど勉強した。ただ健

康を害してそれ以上は諦めた。

母と養父が2-3年私たちより先にシカゴへ

来た。私も 2人の姉妹とその時一緒に来る筈だっ

たが，父のいる保留匹に残った。私がシカゴへ

来たのは1953年，娘がひとりいたので連れてき

た。私はシカゴで同じチベワと結婚した。シカ

ゴではBIAから食物，家賃，衣類を少し支給

された。 トイレ・シャワー共有のアパートをノー

スサイドに見つけそこに入居したO 姉妹も同じ

建物に住んだ。仕事を見つけるのは大変だった。

私はナーシング・ホームで、長年清掃の仕事をやっ

ていた。セント・オーガスチンからも援助を受

けた。

保留区との関係：姉妹が保留区へ戻って仕事を

探したが駄呂だった。私は保留区へ帰っても 2

-3日するとシカゴへ帰りたくなる。保留!Kと

いえば，パウワウのことを覚えている。故郷へ

は年に 2-3度帰っていたが，健康を害してか

ら，今では年に 1辺くらい。だが，部族に関す
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る選挙には最近参加している。保留区には父，

2人の姉妹と私の子供のうち 2人と孫が6人い

る。シカゴは病院へ行くのに時間が掛からなく

ていい。店も沢山ある。

(I) （女性オネイダ・スー ウィスコンシン・

ラインランダ一生まれ）

1955年に来住。シカゴを選んだのは故郷に一

番近かったから。私たちは小さな町に住んでい

たが，まったくひどい差別。 “インディアンと

犬はお断わり”というサインを大半の店が掲げ

ていた。子供たちは白人の子供に虐められた。

私の子供をそんな自にあわせたくないと決心し

た。リロケーションはもっと人を選別すべきで

あった。来なくてもいい人がいた。家も仕事も

持ち，そして退職した人を私は知っている。 B

IAは私たちに職業訓練のクラスを開いた。私

はCp S社で15年働き，請求書調整係の上役に

までなった。夫はエンジニアの資格をとって働

いた。サウスサイドに家を購入したが，後にそ

こから今の家を買い，移ってきた。シカゴに25

年。居留区に居たらこうはし、かなかっただろう。

(F) （女性チペワ ミネソタのホワイト・アー

ス保留区）

子供が3人になった時にシカゴヘリロケーショ

ンで、来た。サンフランシスコ，オハイオの都市

（都市名不明），シカゴのいずれかを選べた。

故郷に近かったので、シカゴを選んだ。最初夫が

来て， BIAの斡旋で職にありつくと私たちを

呼び寄せた。 BIAは汽車の切符と最初の給料

が入るまでのお金を呉れた。仕事が見つからな

かったとか，見つかっても給料が安かったりし

て，そういう時に 3-4回故郷へ帰ったことが

ある。 BIAの斡旋でインディアナのゲイリー

に働きに行っていたことがある。故郷よりシカ

ゴのほうがずっといい。故郷では親の大きすぎ

る服を子供に着せるところを，シカゴならシアー

ズで買えばいし可。

(N) （女性パパゴのピマアリゾナ出身夫

もパパゴ）

父は4年シカゴにいたことがある。 1952年両

親，兄弟姉妹とシカゴへ来た。父と父の親友が

8月に来て，私たちは3ヵ月遅れで。父たちは

多分アリゾナからリロケーションで、最初に来た

インディアンだろう。ダウンタウンのBIAは

当時インディアンをウエストサイドに行かせた

のではないか。近くにはチョクトーやスーの家

族がいた。皆倉庫で｛動いていたのでよく知って

いた。保留庄では，父は6人の家族を食べさせ

るのにやっとだった。ネプラスカ，カンサスと

麦作地帯を農作業で半年も家を空けていた父は，

リロケションのことを開いて飛びついた。農作

業が大変なうえ，父は家族から離れて生活する

ことがいやだった。父はシカゴに来た時， 25年

ょうと言っていたが，ユニオン・ステーショ

ン（鉄道駅）で29年か30年働いた。それから 4

5年の後故郷へ父母は帰っていったO

以上，計画転住者4人の物語から，次のよう

な点が注目される。転住先の都市の選択は転住

希望者の側に任されていた。 (I）や（F）はシカ

ゴが近かったからと述べている。保留区出発の

際，目的とする都市までの片道切符を支給され

る。目的地ではBIAの斡旋でホテルにはいり，

その関にアパートを探して入居する。どの地域

に住むかについて， BIAが指示したのではな

いかとNは述べているが，確かではない。（D)

は， BIAから当座の食料，家賃，衣類を支給

されたと述べている。職の斡旋や訓練もBIA 

がおこなっていた。多くの転住者は政府所管の

倉庫でまず働き始めている。これらBIAによ
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る援助は計画前転住者には与えられなつかった

ものである。

Nの父母は30年近くシカゴで、働いた後，保留

区へ帰って行った。（N）自身も複雑な心境でい

るらしい。故郷へ帰るのは，人生の一番幸詣の

日と思うが，一方ここには沢山の友がいる。私

は故郷で家族しか知らない。故郷へ帰れば，ま

た新しい友をつくらなければならないと言う。

他の3例（ IDF）ではシカゴのよさを挙げて

いる。健康のすぐれない（D）はシカゴなら病院

にすぐ往ける， (I）は働いて今のような家を手

に入れることは故郷では出来ない，（F）はデパー

トのような存在を都市の便利さと受け取ってい

るようである。いずれも，極めて生活密着型の

実際的なことをその理由として挙げている。

計画前転住者4人の場合，（C）のみが退職後

どこに住むかについて決めかねている。彼にとっ

てシカゴはその選択肢のひとつに過ぎない。他

の3例は計画転住者と同様，故郷よりシカゴが

自らの場所と強く意識している。故郷では自分

の価値は無である（A），保留区はあまりにも

いすぎる（K），故郷へは帰らないとする（託）の

言葉にそれが表れている。さらに（H）が「イン

ディアンと一緒にいる。彼らの活動のあるとこ

ろに私もいるJと述べる時，それは都市インディ

アンであることを積極的に表明するものであろ

う。

(d）インディアンの援助組織と機能

計画転住者はBIAからの援助を享受できた

点では，計画前転住者より都市への定着が有利

であったであろう。これに対して， BIA援助

無しの時代の計画前転住者にとっては先発の親

族や友人，部族クラブが頼りであった筈であるO

ところで回顧物語にたびたび登場してくるセ

ント・オーガスチン・センターおよびアメリカ

ン・インディアン・センターと転住者との関係

はどうであったろうか。持センターの活動は

1950年代に始まっているので，計画前転住者よ

りは，計調転住者にとって大きな意味を持って

いたように思われるかも知れない。しかし実際

のところ計画前転住者もこれらの組織の誕生あ

るいは活動に関わり合ってきたことを証言して

いる。多かれ少なかれ計画前転住者は知人・親

戚の援助を受ける傑から援助活動に積極的に参

加する側へと転化した例であろう。間センター

とは別に，カウンシル・ファイヤーや部族クラ

ブの存在も言及されているが，前者はインディ

アン・センターへと発展的に解消し，後者部族

クラブの大部分は現在では消滅してしまってい

る。諸種の文献から少なくとも過去に9つの部

族クラブが存在していたことが明らかである。

そのうち，現在でも活動的なのは， ウイネノミゴ・

クラブのみである。部族クラブは計画前転住者

にとってどのような役割を果たしていたのであ

ろうか。改めて調べてみたし＇ o 本節では，今日

まで活動を続けるインディアン・センターとオー

ガスチン・センターについて簡単に紹介する。

i ）アメリカン・インヂィアン・センター

(American Indian Center, Inc.) 

インディアンに対する最初の社会奉仕の機関

として1923年に「インディアン・カウンシノレ・

ファイヤー」 （原名GrandCouncil Fire of 

American Indians）が結成された。このカン

シル・ファイヤーを引き継いだのがアメリカ・

インディアン・センターであった。センターは

発足当時（1953年）， 「AllTribes American 

Indian Center」と呼ばれ，北ラ・サル通りの

インディアンの集住地域に設立され，その後シェ

リダン通りに移動し，現在は西ウィルソン通り
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にある。同組織は1955年，アメリカン・イン

ディアン・センターと改名されたが，この頃迭

にシカゴのインディアンは約3,500人を数え，

彼らは約50の保留区ないしは部族グループの出

身者であった。

センターの目的のひとつは，インディアンが

都市生活に効果的に参加できるように計ること

とされている。発足当初，運営資金はイリノイ

女性クラブ連合などの援助， 1957年と58年には，

s H財団から合計270,000ド、ノレの援助を受けた。

他方，インディアン自身による募金活動も開始

されていた。例えば全部族アメリカ・インディ

アン・パウワウの開催による募金活動などがそ

れである。 1968年にはセンターのプログラム

が増大し，大きな設備を必要とした。センター

の援助を必要として訪れて来た人数は l年に延

べ6,500人にのぼった。その中には継続してセ

ンターの社会活動に参加していた人も多数合ま

れていた。センターでの経験を生かしてより大

きな組織において活躍する人も出てきたと60年

代までの状況が報告されている。（Tjerandsen 

1980) 各種常設委員会（プログラム，食料，

慈善，広報など）活動のほかに，臨時の活動も

報告されている。例えば， 「インディアン・アッ

プタウン・ハウジング・コミッティ」はアップ

タウンの再開発に反対，他の組織と連携し，貧

困者大会を聞き，アップタウンを中産階級の地

域に作り替える市の計画に反対した。（1968年

12月）。さらに，第 l間アメリカン・インディ

アン連合大会，ヘッドスタート，セン・ハイス

クールのアウトポスト計画，埋葬費用募金活動

などが行なわれたと報告されている。（A.LC.

1955-1968) 

センターは所長，理事会，上記各種委員会で

構成され，役員選挙にあたっては16才以上のセ

ンター会員が選挙権を持つ。定期的な持続的活

動には，各種の社会奉仕の他に，パウワウ（月々，

6月のメモリアル・デー，秋季），美術・工芸，

撞々の催し，旅行，サマーキャンプ，野球チー

ム， ミス・シカゴが挙げられる。

ii ）セント・オーガスチン・センター（St.

Augustine's Center for American In-

dian, Inc.) 

この組織はインディアン・センターと

仕の面で、は同類の機能を果たしてきた。しかし

その成立はインディアン・センターがインディ

アン自身の手によるものであったのに対して，

セント・オーガスチンはヱピスコパル派の宣教

プロジェクトとして1961年に出発した。その主

導者となったのがパウエル時祭で、あった。セ γ

ターの隣には両派の教会（1963年12月献堂式）

があり，同じシェリダン通りにある。このセン

ターの活動のひとつとしてドロップ・イン・セ

ンター（Drop-in-Center, 1973年発足）の運

営がある。それは路上生活や貧しいアパートに

住むインディアンのアル中患者の救済を願って，

食事サービスを朝昼晩と行うセンターである。

1日の利用者は100人前後という。

1979年に児童福祉法が通過すると， 1980年に

は諸種の理由・原因で家族から引き離されてし

まっている子供たちを家族へ引き戻す，または

養護家族を斡旋する仕事にオーガスチン・セン

ターは着手した。社会奉仕，アルコール対策，

児童福祉事業に対して，官民から総額約70万ド

ル（1996年）の資金援助を受けている。

センターの隣にあるチャペルの日曜の礼拝に

はインディアンが出席するが，その数は減少し

てきている。これはインディアンの居住地域の

拡散化と関係があるように思われる。パウエル

司祭の説教では部族文化の大切さが強調され，

礼拝堂内にはディック・ウエスト，スコット・

円。
A晶つれ同
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ノーマンディ，ラルースカ（クワキュウトル）

らの彫刻，ナバホ職人製作の燭台，オセージ・

オレンジ・ウードを材質とした十字が配置され，

堂入り口の右盤にはデーピッド・ウィリアム

（コマンチ）の油絵が掛けられている。

(e）今後の研究課題

転住計闘の一環として，都市定着を容易にす

るため， BIAはアパートと雇用の斡旋，職業

訓練を行なった。しかしそれは決して充分では

なかった。それを補う組織としていち早くイン

ディアン・センターとセント・オーガスチン・

センターが誕生したのである。両センターの社

会奉仕が現在も必要とされていることは，イン

ディアンが直面する持続的に不安定な生活条件

を反映していることを意味する。種々のサービ

スに加えて，それが職・住の情報を得られる場

所であり，同時に社交の場となっていること，

さらに，都市インディアンとしての文化的アイ

デンティティを形成し強化する機能を果たして

いることにその重要性が認められる。 BIAは

都市のインディアンに対して何も文化的配慮、を

払わなかったのに対して，インディアン・セン

ターはパウワウの主催や美術活動などを通じて

インディアン文化を昂揚してきた。オーガスチ

ン・センターの場合は，パウエル司祭のインディ

アン文化に対する強いコミットメン卜と，イン

ディアンの霊性を積極的にキリスト教信仰と結

びつける彼の神学がセント・オーガスチンの宗

教儀式を支えている。

しかしかかる組織の運営は容易ではない。イ

ンディアン・センターは特にその困難を如実に

示している。資金の不足をパウワウやラメージ・

セールなどの催しによって補う努力がなされて

いるが，決して充分とはいえなし1。センタ一所

長の頻繁な交替は，運営の図難さを反映してい

る。現在インディアンにとって一層重要性を増

しているのは，経済活動や文化・芸術活動の支

援である。その意味で例えばAIEDA(Amer-

ican Indian Economic Development Associ-

ation）やAIBS (American Indian Business 

Association）などの役割が重要視される。こ

れらの組織はシカゴ市など公的機関との連携・

財政援助を受けることによって，その活動範囲

を広げ活発化している。インディアンの教育支

援にあたる Institute for Native American 

Development （トルーマン・カレッジ内），あ

るいは健康・衛生管理と治療にあたる Chicago

American Indian Health Sevicesなど，新し

い組織が出来上がり，都市のインディアンの存

在を支える方向にある。このような組織の誕生

とその制度化は都市のインディアンのコミュニ

ティを性格づけると共に，既存の一般市民を対

象とした組織・制度とパラレルな側面を持つも

のであろう。筆者の現在の関心は，これらの組

織の存立の基盤にインディアン文化の精神が揖

えられている事実である。この点に関しては別

の機会に論じたい。

〉王

1 ）ここで提示する資料は1996年と97年に収集したも

のである。いずれも文部省国際学術研究「現代の

諸都市における先住民社会の文化人類学的研究」

（代表者：松山利夫，課題番号08041038）の基金を

得て行なわれたものである。またラドンナ・ハリ

ス（AIO），フェイス・スミス，デーピッド・ベッ

ク（NAES College), ピーター・パウエル司祭

（セント・オーガスチン）を始め，多数の方々の

理解と協力によってこの研究が行なわれたことを

記して，感謝の気持ちを表したい。

2 ) Relocation Program. 1951年から実施される。
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3 ) U. S. Bureau of the Census, 1990 CP-1-15, 

Illinois. 

4）お互いに隣接するアップタウンとレイクビューは

シカゴ市においてインディアンが集中している地域

として知られていた。しかし1970年， 80年， 90年の

国勢調査によると，このいわゆる伝統的インディア

ン地域からインディアンが主として市の北部と西部

に拡散している様子がわかる。シカゴ市インディア

ン人口のうち，アップタウンのインディアン人口は，

1970年に18%,80年には16%，さらに90年には9

%と減少している。

5 ) U. S. Bureau of the Census, 1990 CP-1-15, 

Illinois. 

6 ) The Chicago American Indian Oral History 

Project, Native American Educational Ser-

vices, Inc. 

7)来住インディアンを対象にした臨時の援助施設。

ダウンタウンに設けられていたO
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